






       
 
      
        口絵 1 四川省博物館蔵須弥山図浮彫の正面図と裏面図 
 
            
          口絵 2 山西省博物館蔵法蔵造像碑（正面） 
博士論文
 























































































































































































の北斉仏教美術と北周仏教美術、 ら 南朝 梁朝と陳朝の仏教美
術の様相を具体的に知ることが不可欠である。 仏像遺品が四川以外の所でごく少ない南朝の状況は不明であるものの、北朝後期（北魏後の時代）では東魏と西魏、その後
の北斉と北周というように、東



















































（今南京）に仏金像、西晋呉郡に海から「惟衛」 「迦葉」二石像が発見されたと記載する。しかし、造船技術未発達 時代 ため、海路にくらべて南北朝時代には陸路線が常にメインルートであり、 東西交流の大動脈であったことは疑いない。
陸路線に沿って、キジル


















































































ジル式倚坐像はキジル石窟でよ 表れるが、 中国造像では山西省の一例しか見られない 北周の保定元年にはキジルも北周に献物したことが知られ、 『周書』巻五「武帝紀上」では「保定元年（五六一）……五月……戊辰 突厥、亀茲並遣使献方物」と記録されている。キジル石窟に多
くみられる造形が、北周時代に表されることは、こ






























                                        


















































































































れぞれ縦に八つの区画を設け いる。 向かって左側面の第四図には池に囲ま た方形の区画内 一基の宝塔 彫刻さ る（図版五
）。

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ｈａ母の名）の子たるＰｏｌｕｍａｖｉ王の口口年に二人の家主、即 家主ブリ（Ｐｕｒｉ）の子たるＲｉｓｉｌａとＫａｈｕｔａｒａとがそ 兄弟、姉妹並に子供を有する彼 妻Ｎａｇａｕｉｋ と共に制多部派 属する世尊の大制底（Ｍａ
 
ｃｎｉｔｙｎ）に依ける西門に於いて、転法輪の寄進をなした




















                                        




                                        
                                        































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































傍に行っ 、仏法を聞くこと 欲した。その時 を地面に付きたてたところ、誤って蛤の頭を刺して蛤が死んでしまった。その後 、蛤は忉利天に転生し
、忉利天王になる。仏法を聞いた福報の故に蛤の
宮殿 縦広正十二由旬となった。 蛤天人が 「我は先
には畜生であり、













































つ目が描かれる。西域 風格が強い表現 える。図様は裸足で、上半身が裸体、腰に短い裙をつける 左手で短い杖 右手で長い杖をつ姿を表現する。また 肩に天衣
をつけ、左手の短い杖の面が牧牛人


















































































 張慶捷、劉俊喜「大同新発現両座北魏壁画墓年代初探」 （ 『四川文物』第一一
期、文物出版社、二〇一一年）文章で力士像がキジル石窟の牧人像と似る とを指摘する。
 
                                        
















            

































摂する。定光菩薩と観世音菩薩と大勢至菩薩と薬王菩薩 普賢菩薩と信相菩薩と弥勒菩薩などは如来を供養 て、 もに十方一切諸仏を供養す



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































下側において、 中に 「比丘尼」 「沙弥尼」





















































破損している。碑頭の形 拱額であり、彫刻が主に表されている。三匹獣は拱額で左に猿形のもの二体 （座った状態） 、 右に獅子様のも 一体 （四つ足で立った状態）となる。こ は動物の供養場面を描 ている。動物供養場面の描写については、石窟像および造像碑 く見られ 。ここでは『大集経』
１９
の「獅子本生伝」を参考にして、獅子本生を引用し護
法思想を表現していると思われる。獅子本生 は、獅子と猿は互いに親しく、猿 二匹の子猿を獅子に頂ける。山中の鷲が、獅子の熟睡るすきに乗じて、幼い子猿をさらっ しまう。しかし、獅子は鷲をさがし、とうとう子猿をとりもどし 話をいう。本造 碑に いては 獅子本生図を獅子と二匹の猿を左と右に組にし 表現している。
 
碑頭の中心には獅嚙み獣面を描き、さらに獣面口から左右に二枚の蓮







も、この獣頭モチーフが確認できる。かつ、獣面の形は中国の漢代の僻邪獣と似ている。 これは漢民族の伝統に基づく文様である。 有名なのは、北魏正光三年（五二二）馮邕妻元氏墓誌の墓誌である。墓誌には十八箇のほぼ同様の形像を刻み、 「撓揖」 「掣電」 「懽憘」 「寿福」 「廻光」 「捔遠」「長舌」 「挾石」 「発走」 「擭




































の寺院は、西暦紀元前三世紀から十世紀までの長期にわたって活動していたことがわかっている。この寺院の中心をなす主塔は、五回にわたって増広されたことが報告されている。主塔周りに建造された奉献小塔や柱などが、主塔のどの段階 属するものかも床面の違いによって判明している。その中で、主塔 第三期に建てられた建築群は、スワート地方の美術様式を語る上で重要な役割を担 いる。ブトカラ
Ⅰ
遺跡からは
大量の石彫が出土した。主塔第三期に建てられた奉献小塔一四 基壇には、建築部材の蛇腹 原位置を保って残ってい 。その蛇腹には、獅子の顔と、それを挟んで羽を広げ 鳥や植物文様がモチーフとして描かれている。同じくブトカラ
Ⅰ
遺跡出土の、この蛇腹とよく似たモチーフを






















釈尊が因位の修行のとき儒童菩薩として、五百の金銭で買い取っ 五茎の蓮華を定光仏に奉り、その花を仏の頭上に散じて荘厳す その時すでに投げられていた蓮華は空中に留まり、妙香を放ち、華を開かせる。また、自分の髪を道に敷いて仏に通らせた。その功徳をもって、仏は儒童菩薩に「汝は将来仏となり 牟尼仏という名で世界の燈明となるであろう」と授記したという。ゆえに定光仏すなわち燃灯仏は、儒童菩薩すなわち将来の釈尊の師である。インドの造像では「頭光・身体に花をつける」すなわち「散花で花が落ちていない」と「菩薩が髪を道に敷く、定光仏が踏み」と 画面で定光仏を表現する。たとえば定光踏髪像に菩薩が髪を道に敷き、定光仏が踏まえている。当造像碑では主尊 袈裟に花
（図版五七ノ一）を彫刻し、経典の「散花」場面を表現する。こ




薩」が表される 銘文からは「弥勒仏」が中尊に当たる 思われ が本仏龕のそれは菩薩像である。すなわち弥勒仏が倚坐菩薩形 表されいるのである。その左右に二体 比丘と菩薩を脇侍 して配置する。両脇侍菩薩は題記より観世音菩薩と徳大世菩薩（得大世菩薩）とわか
 
ついで、釈迦仏（当陽仏）像は裳懸坐像である。額龕の上部が華蓋と


















前に垂らす表現をとる。そのうち僧祇支 裙をつけ、裙の上に帯紐が垂れている。僧祇支には多くの四角「◇」文様があり、裙 六角の「◇」文様の飾りが刻まれるこ は注目に値する。 ◇」文様については キジル石窟の壁、とくに壁画の供養人物像 おいて 敦煌石窟の四三五窟、二四八
窟、二六〇窟、二五四窟と麦積山一四八窟、一二八窟、七一窟の









ジアで成立したと考えられる。 『佛説観佛三昧海経』は禅観経典として、仏の観察すなわち観仏を主題とする。経典では、梵天・阿難・迦葉などを相手に仏を観想する方法を説く 心静かに仏の相好を観想して、海のような広い功徳をうける。 心相は三十二相中の一つである。 『佛説観佛三昧海経』第四巻「 相品」
２６
では仏心相の様子を描写する。仏心相が












































































































ぴったりとつけ 両足 先端 蓮の上に据えてい 。とくに仏像の手印と脚の姿に注目したい。中尊の手印は、左手が降魔印を明確に表現している。
 
降魔とは、苦行で語り得られなかった太子 ピッパラ樹の下で瞑想に
入ったが、魔衆たちが現れ太子が成道する をいかなる手段を持っ も邪魔しょうと攻繫が始まることと う。 『普曜経』の「降魔品第十八」降魔場面「菩薩即以智慧力、伸手按地
是知我。応時普地轟大動。魔与官
属顚倒堕。魔王敗績悵失利」とある。 「伸手按地」と 手を軽く大地に触














七一窟は西暦四世紀半ばから五世紀末にかけて制作され、主室前壁入口上部に、菩薩説法図が描かれ いる。中央は大きな菩薩 で、頭 宝冠を戴き、上半身をあらわにし、瓔珞などの飾りを身 纏い、方形 台座に坐している。両膝を広げて両足の裏 ぴったりとつけ、両足の先端は蓮の上に据えている。また主尊の菩薩像の両側に 、法 聴聞する菩薩がそれぞれ異なる表情・態度で表現されて
 この菩薩説法図は主室



























仏塔でも、菩薩像が同じように、両膝を広げて両足の裏をぴったりとつけ、両足 先端 蓮の上に据えている。しかし、インドガンダーラ美術、また中国の雲岡石窟・敦煌莫高窟の五 六世紀の洞窟においても交脚菩薩像、倚坐像の作品が多く、法蔵造像碑のような足の姿が未だ見られない。この姿はキジル地域の伝統に基づいて存在することがわかる。法蔵造像碑は特別といえるだろう。
 
つぎに第三段面の寶王仏は倚坐形である。中尊の右手は無畏印、左手
は与願印をとる倚坐仏像で、その左右にはそれぞれ比丘・菩薩が脇侍として配置されている。仏龕頂 左右に第一段と似て、比丘頭像が二列、四位ずつで並んで彫られているが 指摘したの 比丘達の頭に頭光がつけられていることである。ほかに、仏龕 頂上において、二列 光を付けずに八体の小比丘 が並んで 。これは八王子・八百羅漢などと関わる可能性が高い。
 
以上、比丘尼法蔵等造像碑において碑頭の獸面、各大仏龕の仏像・菩



































































































養して、造像主は法蔵比丘尼であるとわかる。造像碑裏面の長銘文にみられる供養者がすべて比丘尼であることから、陳氏家族が尼寺に法蔵造像碑を供養したことが想定できる。陳氏家族は大家族として運城周辺地方に極めて権力を っていた。もちろん軍隊ももっていた。保定二年は北周の初期であり、地域的に北斉の西辺と接し戦争が避けられなかった。時に法蔵造像碑は当時の状況によって、懺悔し、戦争の犯罪を滅するとを目的として、 『観仏三昧海経』と『大通方広経』の指導によっ 造像されたことも示唆するだろう。
 
一方、同じ年代に運城から出土した衛超王 衛秦王造像碑の造
像と違う点としてキジル様式が見られることが指摘できる。法蔵造像碑仏龕の像様、細かいところでほかの造像龕より独立性を備え、たとえばキジル式倚坐姿、定光仏服上の華文様などがそれである これは西域民族文化の特徴を持っている。新疆ウイグルのクチャ、拝城一帯は南北朝時代に と称された。 、仏教はこの地方におい 隆盛を極め、石窟遺跡がいくつか残っている。キジル石窟 石窟遺跡にお 規模が最大である。 の位置もシルクロード 途中であり とく 地域的に西魏、北周と緊密に ながる。キジルは北魏・西魏・北周と良好な関係をもっている。北周 保定元年に も 周に献物した。 『周書 巻五「武帝紀上」では「保定元年（五六一）……五月……戊辰、突厥、亀茲並遣使献方物」
３６
と記録されている。仏教をあがめるキジルとしては、










                                        








































広懺悔滅罪荘厳成佛経、又直云大通方広経 あるを見る。本経の一部三巻の内容はもとこれ仏名経の一種に属し、始終を一貫して十方三世諸仏の敬礼によって、懺悔滅罪乃至仏果を完成満足すべきを説ける偽経である 知 べきである。 （ 『仏書解説大辞典』 ）本経上巻の原本は、日本大蔵経本にて、校定者の曰く「原本は松本文三郎氏蔵の敦煌本を以て底本と為せり」と。末題には単に大通方広経巻上とあり。巻中は大谷
                                        
                                        
                                        























































                                        
                                        
                                        











































































                                        
                                        
                                        






































道説義。師徒皆悦。臨當別時 五百人。各送銀錢一枚 菩薩受之 入城見民 欣然怱怱。平治道路。灑掃燒香。即問行者。用何等故。行人答曰 今日佛當來入城 菩薩大喜。自念甚快。今得見佛。 求我願語頃王家女過 厥名瞿夷……須臾佛到 國王臣民皆迎拜謁 各散名華 華悉墮地 菩薩得見佛 散五莖華 皆止空中。當 上 根生
。
無墮地者 後散二華 又挾住 兩肩上。佛知至意 讃菩薩 汝無數劫。所學清淨降心棄命。捨欲守空 不起不滅。無猗
 之慈。積徳行願。今得之矣。因記之曰。汝自







                                        
                                        
                                        
























































                                        
                                        
                                        




































































      



































の比定を続けて行きたい。最後 、本論の成立には 多くの方々の御協力を仰いだ。ここ 感謝の意を表した 。
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図版
 
    
 











































    








   




   














図版一六 仏塔図 石灰岩 高 175センチ アンドラ朝二世紀後期 アマラーヴァティー出土 マドラス博物館 
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図版二〇 敦煌石窟二四九窟壁画須弥山図 西魏 （全図・部分） 
77 
 
            
図版二一 捨身飼虎図 玉虫厨子台座背面 法隆寺蔵  図版二二 須弥座図 玉虫厨子台座背面 法隆寺蔵 
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図版二六 平等寺崔永仙造像碑 北斉天統三年-天統五年（五六七―五六九）河南省偃師商城博物館蔵 
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図版四〇 成都文物考古研究所西安路四号造像碑の正面金剛像 図版四一 成都文物考古研究所商業街七号造像碑の正面金剛像 
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図版四四 蛤聞法死後昇天縁図（全図・牧牛人図） キジル石窟第二〇七窟、ベルリンアジア芸術博物館蔵 
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図版四六 蛤聞法死後昇天縁図（全図と牧牛人図） キジル石窟第八窟主室頂部左側壁画 
106 
 
    




















































   
   














図版五六 法蔵造像碑碑頭正面  
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図版五七ノ一 法蔵造像碑の定光仏の袈裟華文         図版五八 法蔵造像碑の当陽仏上半身 
119 
 
           








      
図版六〇 龍門石窟古陽洞北壁二三四龕 北魏 
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図版六二 二八五窟東壁南側仏説図 西魏 
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図版六三 二八五窟釈迦多宝二仏並坐像 北壁東部第七幅 
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図版六五 バーミヤン地区のカクラク石窟四三窟狩猟王と坐仏（全図・坐仏上半身図） 四－五世紀 カーブル博物館 
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図版七二 キジル石窟第二〇六窟主室右壁仏伝図（仏像・仏足図） ドイツベルリンアジア博物館蔵 
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図版七四ノ一 修禅図 二八五窟天井西南側 西魏 
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   【付記】
 
 
本研究は、上記の予定発表論文に加筆修正を行い、序論と結論を
加えて、新たに書き下ろしたものを加えて、博士論文としてまとめたものである。東北大学東洋・日本美術史研究室指導教官である長岡龍作教授には、研究の方向性や具体的な方法についてひとかたならぬご指導を賜った。修士論文よりご指導いただいた神戸大学百橋明穂名誉教授、東北大学泉武夫名誉教授には、中国現地調査助けと多くの貴重な御助言をい だいた。同じく、美学・西洋美術史研究室の尾崎彰宏教授、芳賀京子教授からも折り触れ をいただいた。東北大学の専門研究員畠山浩一
さん、同東洋・日本美術室助手三浦
敬任さんには、日本語直しと激励と助言をいただいている。心より感謝申し上げたい。東洋日本美術史研究室の学友からも、折りにふれ温かな助力を賜った 方学会で発表する時に様々に助言いただいている諸先生にも感謝申し上げたい。日本に勉強期間 日々の研究を支えてくださったすべての方々に感謝して付記とする。
 
 
